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ｏ
物
価
安
定
と
と
も
に
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
重
視
を

ｏ
財
政
赤
字
の
穴
埋
め
と
疑
わ
れ
れ
ば
影
響
は
甚
大

ｏ
長
期
的
な
成
長
と
雇
用
拡
大
に
資
す
る
政
策
重
要

１
月
２２
日
、
政
府
と
国
銀

の
政

策
連
携
が
成
立
し
、
共
同
声
明
が

発
表
さ
れ
た
。
政
府

。
日
銀
が

一

体
と
な

っ
て
、
デ
フ
レ
か
ら
の
早

期
脱
却
と
物
価
安
定

の
下
で
の
持

続
的
な
経
済
成
長
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む
と
い
う
内
容
だ
。
具

体
的
に
は
、
国
銀
が
消
費
者
物
価

の
前
年
比
上
昇
率
２
％
を
目
標
と

し
て
早
期
実
現
を
目
指
す

一
方
、

Ｌ

府
は
成
長
力
強
化
と
持
続
可
能

な
財
政
構
造

の
確
立

へ
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
。

デ

フ
レ
脱
却
と
経
済
成
長
の
た

め
に
国
銀
と
政
府
が
歩
調
を
合
わ

せ
て
、
金
融
政
策
、
成
長
力
強
化
、

持
続
可
能
な
財
政
構
造
確
立
を
同

時
に
進
め
る
こ
と
に
合
意
し
た
意

味
は
大
き
い
。
昨
今

の
円
安
傾
向

の
定
着
や
株
価
上
昇
も
あ
り
、
企

業

マ
イ

ン
ド
は
改
善
し
て
い
る
。

政
府

・
国
銀

の
共
同
声
明
が
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
効
果
を
与
え
、
日
本
経

済
が
持
続
的
な
成
長
軌
道
に
乗
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

た
だ
そ
の

一
方
で
、
今
後

の
経

済
政
策
運
営
が
日
本
経
済
に
と

っ

て
の
リ

ス
ク
を
頭
在
化
さ
せ
な
い

よ
う
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

ｅ
ａ
Ｏ
　
申
ｅ
ｅ

政
府
と
国
銀

の
連
携
が
必
要
と

考
え
る
理
由
は
２

つ
あ
る
。

第
１
に
、
デ

フ
レ
脱
却

の
た
め

に
金
融
緩
和
は
重
要
だ
が
、
金
融

政
策
だ
け
で
は
デ

フ
レ
脱
却
と
成

長
促
進
は
難
し
い
。
こ
れ
ま
で
の

金
融
緩
和
で
は
、
大
量
の
国
債
購

入
に
よ
り
長
期
金
利
が
低
下
し
、

銀
行
の
中
央
銀
行
当
座
預
金
が
積

み
上
が
る
と
い
う
状
況
を
も
た
ら

し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
貸
し
出

し
ひ
い
て
は
投
資
の
増
加
に
は
結

び

つ
い
て
い
な
い
。
共
同
声
明
に

も
あ
る
よ
う
に
、
企
業
の
投
資
拡

大
に
は
金
融
緩
和
や
企
業
の
努
力

と
と
も
に
、
政
府
が
税
制
や
規
制

緩
和
な
ど
環
境
整
備
を
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。
政
府
と
日
銀
が
連
携

し
な
け
れ
ば
、
デ
フ
レ
脱
却
と
経

済
成
長
は
実
現
し
な
い
。

第
２
に
、
国
銀
は
既
に
国
債
だ

け
で
な
く
、
上
場
投
資
信
託

（
Ｅ

Ｔ
Ｆ
）
や
不
動
産
投
資
信
託

（
Ｒ

Ｅ
Ｉ
Ｔ
）
な
ど
リ
ス
ク
の
大
き
い

金
融
資
産
を
購
入
し
て
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。
流

動
性
供
給
の
領
域
を
超
え
、
財
政

政
策

の
領
域
に
踏
み
込
ん
で
い
る

と
い
え
る
。
今
後

一
段
と
リ
ス
ク

資
産
の
購
入
が
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
だ
け
に
、
こ
の
点
で
も

政
府
と
の
連
携
が
必
要
だ
。

ち
な
み
に
リ
ー

マ
ン

・
シ

ョ
ッ

ク
後
、
米
国
連
邦
準
備
制
度
が
信

用
緩
和
の

一
環
と
し
て
創
設
し
た

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｆ

（タ
ー
ム
物
資
産
担
保

証
券
貸
し
出
し
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
Ｈ

住
宅

ロ
ー
ン
な
ど
の
証
券
を
担
保

と
し
た
連
銀
貸
し
出
し
）
は
リ
ス

ク
を
動
務
省
が
負
担
す
る
共
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
設
計
さ
れ
た
。

政
府

・
国
銀
の
連
携
に
は
懸
＆

材
料
も
あ
る
。
ま
ず
、
２
％
と
い

う
物
価
目
標
の
早
期
実
現
に
機
械

的
に
傾
斜
し
す
ぎ
る
リ
ス
ク
だ
。

明
確
な
物
価
目
標
を
掲
げ
て
金
融

緩
和
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
々
が
予
想
す
る
物
価
上
昇
率
を

高
め
る
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

た
だ
、
２
％
と
い
う
目
標
は
わ
が

国

の
過
去
２０
年
ほ
ど
の
物
価
上
昇

率
や
現
在
の
物
価
動
向
か
ら
考
え

る
と
、
か
な
り
高
い
ハ
ー
ド
ル
だ
。

一
方
、
日
銀
は
物
価
安
定
と
と

も
に
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
も
目

標
と
し
て
い
る
。
物
価

の
安
定
を

確
保
し
て
も
、
資
産
バ
ブ
ル
や
公

的
債
務
の
拡
大
な
ど
金
融
面
の
不

均
衡
が
持
続
可
能
で
な
く
な
れ
ば

経
済
は
不
安
定
と
な
る
。
金
融
政

策
は
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
に
も

影
響
を
与
え
る
。

例
え
ば
、
金
融
緩
和
は
経
済
主

体

の
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
促
す
方
向

に
作
用
す
る
が
、
こ
れ
が
行
き
す

ぎ
る
と
資
産
バ
ブ
ル
の
形
成
を
通

じ
て
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
を
脅

か
す
リ
ス
ク
を
累
積
さ
せ
る
可
能

性
が
あ
る
。
世
界
経
済
を
揺
る
が

し
た
金
融
危
機
や
欧
州
債
務
危
機

を
経
て
、
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
を

確
保
す
る
う
え
で
、
中
央
銀
行

ヘ

の
期
待
は
近
年
世
界
的
に
大
き
く

高
ま

っ
て
い
る
。

従

っ
て
持
続
的
な
経
済
成
長
を

実
現
す
る
に
は
、
共
同
声
明
で
も

触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
銀

は
金
融
シ
ス
テ
ム
が
内
包
す
る
リ

ス
ク
要
因
を
点
検
し
、
的
確
に
判

断
し
て
政
府
や
市
場
に
き
ち
ん
と

説
明
す
る
こ
と
で
、
金
融
シ
ス
テ

ム
安
定

の
要
と
し
て
の
使
命
を
果

た
す
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。
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や

鍮

◇

現
状
で
は
２
％
の
物
価
目
標
が

早
急
に
実
現
す
る
と
、
市
場
が
受

け
止
め
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

し
か
し
、
市
場
関
係
者
が
２
％
の

物
価
上
昇
率
を
現
実
的
と
認
識
す

る
時
点
で
は
、
国
債
の
利
回
り
が

大

き

く
上

昇
す
る
リ

ス
ク

が
あ

る
。
わ
が
国
に
と

っ
て
最
大
の
金

融

の
不
均
衡
は
国
肉
総
生
産

（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
の
２
倍
強

に
達
す
る
巨
額

生
産
性
向
上
、構
造
改
革
が
鍵

こ
の
点
で
、
金
融
政
策
と
財
政

規
律

の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。
欧

州
中
央
銀
行

（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
は
昨
年

夏
に
打
ち
出
し
た

ユ
ー
ロ
加
盟
国

国
債
の
無
制
限
購
入
の
条
件
と
し

て
、
当
該
国
の
財
政
規
律
を
掲
げ

た
。

一
方
、
国
銀
は
年
間
の
新
規

国
債
発
行
額
を
上
回
る
国
債
を
毎

年
市
場
か
ら
購
入
し
て
お
り
、
金

融
政
策
上
の
目
的
と
は
い
え
、
事

実
上
財
政

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

（財
政

赤
字
の
穴
埋
め
）
を
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
今
回
の
共
同
文
書

で
財
政
規
律

の
確
保
が
う
た
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
だ
。

市
場
関
係
者
が
財
政
規
律
を
疑

う
方
向
に
動
け
ば
、
物
価

の
上
昇

期
待
と
相
ま

っ
て
長
期
金
利

の
急

上
昇
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
そ

れ
だ
け
に
、
政
府
は
今
後
も
、
日

銀
と
の
連
携
が
財
政
支
出
拡
大
の

た
め
の
国
債
発
行
の
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
に
つ
な
が
る
こ
と
を
疑
わ
れ
な

い
よ
う
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
デ

フ
レ
の
背
景
に
あ
る

需
要
不
足
を
埋
め
る
た
め
に
相
当

規
模
の
短
期
的
財
政
刺
激
を
す
る

場
合
、
翌
年
以
降
の
反
動
に
ど
う

対
処
す
べ
き
か
と
い
う
点
に
も
配

慮
が
必
要
だ
。
繰
り
遊
し
相
当
規

模
の
財
政
刺
激
を
実
施
す
る
と
、

財
政
依
存

の
悪
循
環
に
陥
る
可
能

性
が
あ
り
、
財
政
の
持
続
可
能
性

へ
の
疑
間
は
急
速
に
高
ま
る
だ
ろ

う
。
国
際
通
貨
基
金

（Ｉ
Ｍ
Ｆ
）

は
今
回
の
世
界
経
済
見
通
し
で
、

日
本
の
緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て

景
気
刺
激
策
に
よ
る
回
復
は
長
続

き
し
な
い
と
み
て

「中
期
の
財
政

戦
略
が
伴
わ
な
け
れ
ば
重
要
な
リ

ス
ク
と
な
る
」
と
警
告
し
て
い
る
。

わ
が
国
で
は
高
齢
化
に
伴
う
社

会
保
障
給
付
が
今
後
増
大
す
る
だ

け
に
、
長
期
的
視
点
で
有
効
な
財

政
支
出
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
が

不
可
ス
だ
。
１
９
９
０
年
代
に
財

政
再
建
と
経
済
成
長
を
両
立
さ
せ

た
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
や
カ
ナ
グ
は
、

海
外
需
要
に
依
存
し
た
開
放
経
済

体
質
で
あ
る
う
え
、
世
界
経
済
が

順
調

で
あ

っ
た

こ
と
も
幸

い
し

た
。
こ
れ
ら
の
国
と
比
べ
て
輸
出

依
存
度
が
低
く
、
厳
し
い
世
界
経

済
環
境
に
直
面
し
て
い
る
日
本
で

は
、
自
ら
の
力
で
成
長

・
財
政
再

建
戦
略
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

老
朽
化
し
た
道
路
の
補
修
な
ど

不
可
ス
な
公
共
事
業
は
あ
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
社
会
保
障
制
度
を

持
続
可
能
な
も
の
と
し
、
革
新
的

研
究
開
発

へ
の
支
援
や
女
性
の
就

労
支
援
に
資
す
る
子
育
て
環
塙

の

整
備
な
ど
、
長
期
的
な
成
長
と
一屋

用
拡
大
に
つ
な
が
る
政
策
を
重
点

的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
意
味
で
も
、
政
府
が
長
期
的

に
実
現
可
能
性

の
あ
る
財
政
健
全

化
に
向
け
た
工
程
表
を
早
急
に
作

成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
歳
出
歳

入
計
画
を
立
て
、
市
場
か
ら
の
信

認
を
得
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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０

藝

日
本
の
潜
在
成
長
率

の
推
移
を

み
る
と
、
欧
米
先
進
国

へ
の
キ

ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
を
終
え
た
９０
年
代
ご

ろ
か
ら
生
産
性

の
伸
び
率
が
低
下

し
、
２
０
０
０
年
代
か
ら
労
働
人

口
の
伸
び
率
が
マ
イ
ナ

ス
に
寄
与

し
、
現
状
で
は
潜
在
成
長
率
は
１

％
を
下
回

っ
て
い
る
と
試
算
さ
れ

る

（図
参
照
）
。
今
後
労
働
人
口

伸
び
率
は
確
実
に
長
期
的
に
マ
イ

ナ
ス
で
あ
り
、
生
産
性
を
持
続
的

に
上
昇
さ
せ
な
い
と
、
将
来
所
得

の
増
加
と
成
長
は
見
込
め
な
い
。

こ
う
し
た
人
口
動
態
の
現
実
に

照
ら
せ
ば
、
日
本
の
長
期
的
な
成

長
の
た
め
に
は
、
自
由
貿
易
協
定

企Ｆ
Ｔ
Ａ
）

へ
の
積
極
的
取
り
組

み
に
よ
り
世
界
の
需
要
の
伸
び
を

取
り
込
む
と
同
時
に
、
資
本

の
生

産
性
や
、
資
本
装
備
率

の
向
上
を

通
じ
た
労
働
生
産
性
の
引
き
上
げ

が
欠
か
せ
な
い
。
様
々
な
鉛
野
の

規
制
緩
和
と
、
企
業
の
付
加
価
値

を
高
め
る
投
資
を
促
す
政
策
的
支

援
が
極
め
て
重
要
だ
。

９０
年
代
以

降
生
産
性
が
低
い
ま
ま
の
中
小
企

業
の
再
生
や
再
編
を
支
援
す
る
政

策
転
換
も
求
め
ら
れ
る
。

持
続
的
な
成
長
の
た
め
に
は
金

融
緩
和
と
と
も
に
、
共
同
文
書
で

政
府
が
約
束
し
た

「
経
済
構
造

の

変
革
」
の
取
り
組
み
が
履
行
さ
れ

る
こ
と
が
鍵
と
な
ろ
う
。

お
き
な

。
ゆ
り
　
慶
応
義
塾
大

院
修
了
、
京
都
大
博
士
（
経
済
学
）
。

専
門
は
金
融
論

友覇
　
言
甲
含
　
　
日
本
総
合
研
究
所
理
事

国債利回りも包血昇回避を

財
政
規
律
の
維
持
必
須

の
公
的
債
務
で

あ
り
、
国
債
利

回
り
が
急
上
昇

す
る
と
金
融
市

場
、
経
済
全
体

に
与
え
る
影
響

は
甚
大
だ
。
従

っ
て
国
債
利
回

り
上
昇
の
時
点

で
、
国
銀
と
政

府
が
適
切
な
対

応
を
と
れ
る
か

が
問
わ
れ
る
。

「物価目標2%」 の課題〇

潜在成長率
(年度平均変化率)

1 り

90   2000   10    20
(注 )経済産業省資料。性別 年鈴月Jの労働力率は

2009年 度から横ばいと仮定して試算


